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　イエスの復活を伝える女性たちの証言を信じられ
ず、イエスの十字架の死に留まったままエマオへと
歩く弟子たちのところへ、イエスはやってこられま
した。そして彼らに聖書を解き明かされます。
　一行はエマオに近づきました。しかし、イエスは
なお先へ進み行かれる様子でした。そこで、二人は
イエスを引き止めます。イエスは、彼らと共に家に
入られました。
　一緒に食卓につかれたとき、パンを取り、祝福し
て割

さ

き、彼らに渡しておられるうちに、彼らの目が
開けて、自分たちと一緒にいるのがイエスであるこ
とが分かりました。
　二人は、イエスご自身から聖書の説き明かしを受
け、イエスご自身から命の恵みを受けたときに、信
仰の目が開かれ、自分たちと一緒におられるのが復
活されたイエスであることに気づきました。
　わたしたちの礼拝も、説教と聖礼典（洗礼と聖晩
餐）とが核となって形成されているのは、この出来
事と関連があるのだろうと思います。
　ところで、二人がイエスだと分かると同時に、そ
の姿が見えなくなってしまいました。なぜでしょう
か。
　28節に「先へ行こうとされた」という言葉が出て
きます。ルカはこの言葉をよく使います。
　二人にとってイエスと出会い、イエスの復活を信
じたことがゴールではないのです。イエスは二人に

先立って進み、神の国へ至る道を歩ませようとして
おられます。
　復活のイエスに出会って「あぁイエス様だ」と喜
び、そこに留まるのではなく、イエスの復活を信じ
た信仰と喜びをもって進み行くのです。
　わたしたちは、神の国を目指してイエスに従い、
先へと進み行くように招かれているのです。
　イエスはわたしたちを罪から救うために来られま
した。救いとは、神と共に生きることです。神はわ
たしたち一人ひとりに歩むべき道を備え、導いてお
られます。
　わたしたち一人ひとりの人生には道が開かれてい
ます。その道は死を超えて、神の国にまで至ります。
わたしたちは、キリストと共に進み行くのです。キ
リストの救いに与

あずか

った喜び、キリストと共にある喜
びをもって進み行くのです。
　このキリストと共に生きることこそ証しなので
す。
　だから使徒たち、代

よ よ

々の聖徒たちと共に、わたし
たちも救いの御業を喜び、御名を讃

たた

えつつ、イエス・
キリストを証しします。主が生きておられること、
今もわたしたちを導いていてくださることを証しし
ていきます。
　神を証しするのは、神と共に生きる神の民に託さ
れた大切な務めなのですから。
� （池田教会牧師）
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招きに応えて進む
　イエスはなおも先へ行こうとされる様子だった。
� （ルカによる福音書24章28節）
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